
ライフデザイン学科・幼児教育学科の学位授与の方針を達成するために、以下の諸点を教育課程の編成・実施の方針とする。

（全学共通） 今治明徳短期大学の教育の基本方針（３つのポリシー）
本学の建学の精神・教育理念・目的

本学の建学の精神は、「明徳を明らかにする」にあります。これは中国の古典「大学」の一節、「大学之道ハ明徳ヲ明ラカニスルニ在リ、民ヲ新タニスルニ在リ、至善ニ止マルニ在リ」に依拠し
ています。「明徳」とは、生まれながらにしてもっているすばらしい本性（天賦の徳性）のことであり、これは教職員にも学生にも備わっています。この「明徳」を教職員と学生が共に学び合う
（教え教えられる）関係の中で、引き出し合い、磨き上げ、美しく逞しく生きていく力に昇華させていくことが本学の建学の精神です｡この「明徳を明らかにする」との建学の精神に基づく人格教育
を教育理念とし、深く専門の学芸を教授研究し、職業または、実生活に必要な能力を育成することにより、地域に根ざしつつ人類の文化と福祉の発展に貢献することを本学の目的としています。

本学の教育目的

１ 豊かな人間性と優れた専門能力を兼ね備えた人材に育つこと。
２ 時代の要請、地域のニーズに応ずる新しい学問・技術を修得すること。
３ グローバルな視野を身に付けた教養人としての素地が整うこと。
４ 心の美しい礼儀正しい主体的・協働的な社会人となること。

本学の教育目標

１ 学生一人ひとりに固有な徳性を尊重する多様で柔軟な教育。
２ 少人数教育を通じて学生が教師と直接ふれあえる人間教育。
３ 基礎から積み上げる学問、行き届いた技能訓練と綿密な実習指導を

通して、確かな学識と優れた実践的技能を修得させるような教育。

全学共通の学位授与の方針（DP）

１ （人間関係力、自己研鑽力）他者との良好な関わりの中で自己のよさを見出し、高めていくことができる。

２ （主体性、協働性、多様性、思考力）主体的、協働的に学び、多様な考え方を認め、柔軟な思考ができる。

３ （社会・文化理解、実践力）社会や文化に関心を持ち、グローバルな視野に立って、社会に参画することができる。

４ （地域志向性、地域貢献力）地域への関心を深め、地域活性化に意欲的に取り組むことができる。

５ （情報知識・技能、情報活用力）職業人として、ＩＣＴ、データサイエンスの知識を生かすことができる。

本学の建学の精神・教育理念、教育目的・目標に基づき、本学共通の学修目標を達成するために開設される教育課程の科目を修め、学則に定める
成績評価に基づき、卒業に必要な単位を修得し、地域を志向した職業人としての資質を身に付けた者に対して短期大学士の学位を授与する。

全学共通の教育課程の編成・実施の方針（ＣＰ）

１ 地域志向科目である「地域活性化論」「地域交流演習」を開講し、学生主体による地域課題解決に向けての学び、地域貢献力を高める学びを実現する。

２ 人間、社会、異文化をキーワードとした科目を開講し、社会・文化理解を深め、多様な考え方を認め、柔軟な思考力を高める学びを実現する。

３ 「キャリアデザイン」「データサイエンス・AIの基礎」「情報処理」の科目を開講し、情報知識・技能、情報活用力を高め、専門職業人として必要な
実践力を高める学びを実現する。

４ 豊かな人間性を培い、実践力を身に付ける科目を開講し、人間関係力、自己研鑽力を高め、生活する中での実践力を身に付ける学びを実現する。

５ 専門教育科目を含めた教育課程全体を通して人間関係力、自己研鑽力につながる系統的、総合的な学び、主体的、協働的な学びを実現する。

全学共通の入学者受け入れの方針（ＡＰ）

建学の精神に基づき、自己研鑽、地域貢献、主体的で協働的な学びに意欲があり、入学後の修学に必要な基礎的学力を有する者。

（全学共通の学修目標）

学位授与の方針：ディプロマポリシー（DP)
教育課程の編成・実施の方針：カリキュラム・ポリシー（CP)
入学者受け入れの方針：アドミッション・ポリシー（AP）



学科・コースの学位授与の方針を達成するために、以下の諸点を入学者受け入れの方針とする。

学科・コースの学位授与の方針を達成するために、以下の諸点を教育課程の編成・実施の方針とする。

（ライフデザイン学科介護福祉コース） 今治明徳短期大学の教育の基本方針（３つのポリシー）
本学の建学の精神・教育理念・目的

ライフデザイン学科の教育目的

１ 本学科が培ってきた教育の伝統を継承しつつ、新しい時代
にふさわしい人間性豊かな人材として育ち、社会生活の多様
化に適応して自己判断・自己選択できる能力を養い、将来の
確かなライフデザインを構築すること。

２ 将来を見据え、社会に貢献できる専門性の高い知識と実践
力を身に付け、必要な免許資格を取得すること。

本学の教育目的

１ 日本人と留学生が共に学び、実学を修得することで自己の可能性を広げ、自己実現していくこと。

２ 地域福祉の担い手となる、人間性豊かで専門性の高い知識と実践力を
兼ね備えた介護福祉士の養成。

３ 人間性豊かで、健康や栄養に関する専門知識を持ち、食知識の普及と食事の提供をおこなう栄養士の養成。
４ 調理の知識や技能を身に付けた、人間性豊かで創造力溢れる調理師の養成。

１（人間関係力、自己研鑽力）専門職として必要な素養を身に付け、対人援助に関わる人間関係力、自己研鑽力の向上を継続的に実現できる。

２（専門的知識・技能、倫理・価値観） 知識・技能の修得と、必要な倫理、価値観に基づき個人の尊厳を重視し、

権利を擁護できる。

３（協働性、多職種連携）多職種との連携の必要性とチームアプローチの理解を体験的に実現できる。

４（地域志向性、地域貢献力）地域を志向し、地域での活動の中で、地域貢献・課題解決力の向上を体験的に実現できる。

５（基礎的研究力、ＩＣＴ能力）介護実践力を高めるとともに、必要な基礎的研究力及びICT能力を継続的に実現できる。

学科の教育目的・目標に基づき、各コースの学修目標を達成するために開設される教育課程の科目を修め、学則に定める成績評価に基づき、卒業
に必要な単位を修得し、かつ、各コースの特色を活かし、専門職業人としての専門的な知識及び技能、多様なニーズに対応できる実践力、また、
主体性を持ち他と協働しつつ地域社会に貢献できる資質を身に付けた者に対して短期大学士の学位（生活科学）を授与する。

介護福祉コースの教育課程の編成・実施の方針（ＣＰ）

１ 介護福祉に関わる専門職として、必要な素養を身に付けられることを目指す。

２ 介護福祉に関わる専門職として、倫理観を持ち、必要な専門知識と技能の修得を目指す。

３ 介護福祉に関わる専門職として、実習及び地域の社会活動を通して、介護福祉士として
必要な思考力・判断力・介護実践力及び研究力を培うことを目指す。

４ 介護福祉に関わる専門職として、必要な多職種との連携の必要性を理解することを目指す。

ライフデザイン学科介護福祉コースの学位授与の方針（ＤＰ）

介護福祉コースの入学者受け入れの方針（ＡＰ）

本学の教育目標

ライフデザイン学科の教育目標

２ （思考力、判断力、表現力） 他者の生活課題を的確に把握し、多様な方法でもって対応することができる者。

１ （知識、技能） 入学後の修学に必要な基礎的学力を有する者。

３ （主体性、多様性） 他者の心に寄り添え、介護福祉観を身に付けることができる者。介護福祉への関心が高く、地域に
住まう他者の人生・生活を支える情熱を持っている者。

４ （地域貢献力、協働性） 豊かな感性を備え、人と関わり協力し、地域住民と協働し、地域社会に貢献する志のある者。

（介護福祉コースの学修目標）

学位授与の方針：ディプロマポリシー（DP)
教育課程の編成・実施の方針：カリキュラム・ポリシー（CP)
入学者受け入れの方針：アドミッション・ポリシー（AP）



学科・コースの学位授与の方針を達成するために、以下の諸点を入学者受け入れの方針とする。

学科・コースの学位授与の方針を達成するために、以下の諸点を教育課程の編成・実施の方針とする。

（ライフデザイン学科食物栄養コース）今治明徳短期大学の教育の基本方針（３つのポリシー）
本学の建学の精神・教育理念・目的

ライフデザイン学科の教育目的

１ 本学科が培ってきた教育の伝統を継承しつつ、新しい時代
にふさわしい人間性豊かな人材として育ち、社会生活の多様
化に適応して自己判断・自己選択できる能力を養い、将来の
確かなライフデザインを構築すること。

２ 将来を見据え、社会に貢献できる専門性の高い知識と実践
力を身に付け、必要な免許資格を取得すること。

本学の教育目的

１ 日本人と留学生が共に学び、実学を修得することで自己の可能性を広げ、自己実現していくこと。
２ 地域福祉の担い手となる、人間性豊かで専門性の高い知識と実践力を兼ね備えた介護福祉士の養成。

３ 人間性豊かで、健康や栄養に関する専門知識をもち、食知識の普及と
食事の提供をおこなう栄養士の養成。

４ 調理の知識や技能を身に付けた、人間性豊かで創造力溢れる調理師の養成。

１（専門的知識・技能、自己研鑽力）専門職としての知識・技術と技能を修得し、周囲の人と交流を深め、自己を磨くことができる。

２（思考力、判断力、表現力、主体性、協働性）必要な思考力および判断力、表現力、さらに主体性を持って多様な

人々と協働して学ぶことができる。

３（多職種連携、実践力）多職種の人と連携した活動に興味を持ち、社会に参画することができる。

４（地域志向性、地域貢献力）地域に関心を持ち、地域に住む人々や地域の保健活動家と連携し、地域貢献することができる。

５（基礎的研究力、ＩＣＴ能力）基礎的な研究とＩＣＴ、データサイエンスの能力を高めることができる。

学科の教育目的・目標に基づき、各コースの学修目標を達成するために開設される教育課程の科目を修め、学則に定める成績評価に基づき、卒業
に必要な単位を修得し、かつ、各コースの特色を活かし、専門職業人としての専門的な知識及び技能、多様なニーズに対応できる実践力、また、
主体性を持ち他と協働しつつ地域社会に貢献できる資質を身に付けた者に対して短期大学士の学位（生活科学）を授与する。

食物栄養コースの教育課程の編成・実施の方針（ＣＰ）

１ 栄養と食の専門家として必要な専門知識と技能を修得し、人間関係力、自己研鑽力の向上を目指す。

２ 主体的に行動し、周囲の人と協働して学ぶことにより多様な考え方や柔軟な思考、表現力を身に
付けることを目指す。

３ 地域への関心を深め、地域住民や学外の活動家と交流することにより実践力を高めることを目指す。

ライフデザイン学科食物栄養コースの学位授与の方針（ＤＰ）

食物栄養コースの入学者受け入れの方針（ＡＰ）

本学の教育目標

ライフデザイン学科の教育目標

２ （思考力、判断力、表現力） 他者のニーズを的確に判断し、多様な方法でもって対応できる者。

１ （知識、技能） 入学後の修学に必要な基礎的学力を有する者。

３ （主体性、多様性、協働性） 他者を思いやる気持ちを持ち、共感的理解を深めることができる者。

４ （地域志向性、地域貢献力） 地域の人々と交流することにより、自分の成長を広く他者へ還元し、地域貢献できる者。

（食物栄養コースの学修目標）

学位授与の方針：ディプロマポリシー（DP)
教育課程の編成・実施の方針：カリキュラム・ポリシー（CP)
入学者受け入れの方針：アドミッション・ポリシー（AP）



学科・コースの学位授与の方針を達成するために、以下の諸点を入学者受け入れの方針とする。

学科・コースの学位授与の方針を達成するために、以下の諸点を教育課程の編成・実施の方針とする。

（ライフデザイン学科調理ビジネスコース）今治明徳短期大学の教育の基本方針（３つのポリシー）
本学の建学の精神・教育理念・目的

ライフデザイン学科の教育目的

１ 本学科が培ってきた教育の伝統を継承しつつ、新しい時代
にふさわしい人間性豊かな人材として育ち、社会生活の多様
化に適応して自己判断・自己選択できる能力を養い、将来の
確かなライフデザインを構築すること。

２ 将来を見据え、社会に貢献できる専門性の高い知識と実践
力を身に付け、必要な免許資格を取得すること。

本学の教育目的

１ 日本人と留学生が共に学び、実学を修得することで自己の可能性を広げ、自己実現していくこと。
２ 地域福祉の担い手となる、人間性豊かで専門性の高い知識と実践力を兼ね備えた介護福祉士の養成。
３ 人間性豊かで、健康や栄養に関する専門知識をもち、食知識の普及と食事の提供をおこなう栄養士の養成。

４ 調理の知識や技能を身に付けた、人間性豊かで創造力溢れる調理師の養成。

１（専門的知識・技能、自己研鑽力）専門的知識を身につけ、基本技術を繰り返し練習し、自己研鑽することで技能を高めていくことができる。

２（主体性、多様性、協働性）主体性を持って多様な人々と協働して学ぶことで自己を高めることができる。

３（思考力、判断力）食の多様化が進むなか、時代のニーズに対応できるビジネス感覚を身に付けることができる。

４（地域志向性、地域貢献力、表現力）地域の食文化や資源を学び、地域課題に目を向け、料理を通してその解決、

発展のために貢献していくことで創造力、コミュニケーション能力を高めることができる。

５（人間関係力、調理実践力）将来の自分を見据えて、料理人としての真の力を身に付けるとともに、人間性も磨くことで

総合的に人間力を養い、着実に歩んでいくことができる。

学科の教育目的・目標に基づき、各コースの学修目標を達成するために開設される教育課程の科目を修め、学則に定める成績評価に基づき、卒業
に必要な単位を修得し、かつ、各コースの特色を活かし、専門職業人としての専門的な知識及び技能、多様なニーズに対応できる実践力、また、
主体性を持ち他と協働しつつ地域社会に貢献できる資質を身に付けた者に対して短期大学士の学位（生活科学）を授与する。

調理ビジネスコースの教育課程の編成・実施の方針（ＣＰ）

１ 調理師として必要な専門的知識と技能の修得を目指す。

２ 調理師として必要な思考力・判断力・表現力の涵養を目指す。

３ 調理師として主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度の涵養を目指す。

４ 教育課程全体を通して人間関係力、自己研鑽力につながる系統的、総合的な学びを実現する。

ライフデザイン学科調理ビジネスコースの学位授与の方針（ＤＰ）

調理ビジネスコースの入学者受け入れの方針（ＡＰ）

本学の教育目標

ライフデザイン学科の教育目標

１ （知識、技能） 入学後の修学に必要な基礎的学力を有する者。

４ （地域貢献力、協働性） 社会に奉仕し、地域や社会発展に貢献する意欲を持つ者。

２ （思考力、表現力、多様性） 自らの目標を設定し、自分の意見や考えを的確に表現し多様な方法でもって対応できる者。

３ （主体性、判断力） 自らの意思で柔軟性を持った学びができる者。

（調理ビジネスコースの学修目標）

学位授与の方針：ディプロマポリシー（DP)
教育課程の編成・実施の方針：カリキュラム・ポリシー（CP)
入学者受け入れの方針：アドミッション・ポリシー（AP）



学科・コースの学位授与の方針を達成するために、以下の諸点を入学者受け入れの方針とする。

学科・コースの学位授与の方針を達成するために、以下の諸点を教育課程の編成・実施の方針とする。

（ライフデザイン学科国際観光ビジネスコース）今治明徳短期大学の教育の方針（３つのポリシー）
本学の建学の精神・教育理念・目的

ライフデザイン学科の教育目的

１ 本学科が培ってきた教育の伝統を継承しつつ、新しい時代
にふさわしい人間性豊かな人材として育ち、社会生活の多様
化に適応して自己判断・自己選択できる能力を養い、将来の
確かなライフデザインを構築すること。

２ 将来を見据え、社会に貢献できる専門性の高い知識と実践
力を身に付け、必要な免許資格を取得すること。

本学の教育目的

１ 日本人と留学生が共に学び、実学を修得することで自己の可能性を広げ、
自己実現していくこと。

２ 地域福祉の担い手となる、人間性豊かで専門性の高い知識と実践力を兼ね備えた介護福祉士の養成。
３ 人間性豊かで、健康や栄養に関する専門知識をもち、食知識の普及と食事の提供をおこなう栄養士の養成。
４ 調理の知識や技能を身に付けた、人間性豊かで創造力溢れる調理師の養成。

１（人間関係力、自己研鑽力、多様性）国際社会の一員として多様な価値観を理解し、自己の能力を高めていくことができる。

２（専門的知識、語学力、主体性、協働性）国際観光ビジネス分野で求められる専門的知識と語学力を、主体的、

協働的な学びを通して身に付けることができる。

３（思考力、判断力、実践力）国際観光ビジネスの現場において必要な思考力・判断力・実践力を培うことができる。

４（地域理解力、地域貢献力）地域の文化、観光資源について理解し、地域社会に貢献できる取組を積極的に行うことができる。

学科の教育目的・目標に基づき、各コースの学修目標を達成するために開設される教育課程の科目を修め、学則に定める成績評価に基づき、卒業に必要な
単位を修得し、かつ、各コースの特色を活かし、専門職業人としての専門的な知識及び技能、多様なニーズに対応できる実践力、また、主体性を持ち他
と協働しつつ地域社会に貢献できる資質を身に付けた者に対して短期大学士の学位（生活科学）を授与する。

国際観光ビジネスコースの教育課程の編成・実施の方針（ＣＰ）

１ 観光分野に関する教育課程を編成し、国内旅行業務取扱管理者として必要な専門的知識と
ホスピタリティー技能の修得を目指す。

２ 国際コミュニケーション分野に関する教育課程を編成し、英語や中国語（留学生に日本語）
など実用的な外国語会話の修得を目指す。

３ ビジネス分野に関する教育課程を編成し、ビジネス社会において必要な専門的知識や技能の修得を目指す。

ライフデザイン学科国際観光ビジネスコースの学位授与の方針（ＤＰ）

国際観光ビジネスコースの入学者受け入れの方針（ＡＰ）

本学の教育目標

ライフデザイン学科の教育目標

１ （知識、技能） 入学後の修学に必要な情報知識及びビジネススキルの力を有している者。

２ （思考力、判断力、表現力） 専門的知識を学び、資格を取得し、それを活用できる者。

３ （主体性、多様性、協働性）異文化理解を深めることができ、国際観光ビジネスへの関心が高く、自身が学びたい分野で多様な人々と協働して
地域社会で活躍していきたいという意欲を持つ者。

（国際観光ビジネスコースの学修目標）

学位授与の方針：ディプロマポリシー（DP)
教育課程の編成・実施の方針：カリキュラム・ポリシー（CP)
入学者受け入れの方針：アドミッション・ポリシー（AP）



学科の学位授与の方針を達成するために、以下の諸点を入学者受け入れの方針とする。

学科の学位授与の方針を達成するために、以下の諸点を教育課程の編成・実施の方針とする。

本学の建学の精神・教育理念・目的

幼児教育学科の教育目的

深い知性と高い徳性を具えた人間、また柔軟で創造的な心
性に基づく優れた専門能力を持つ保育者となること。

本学の教育目的

1 自らの個性を生かして，主体的かつ協働的に行動することのできる保育者の養成。
2 地域に立脚しながらも地球的な展望を失わず，子どもの最大限の利益を計ることのできる保育者の養成。
3 系統的な知識と応答的な実践力を修得するとともに，自らの子ども観を確立して，普遍的かつ現代的な社会
の要請に応えることのできる保育者の養成。

１（人間関係力、自己研鑽力）様々な場面で人との良好な関わりを形成する中で、保育者としての自己のよさを見出し、

高めていくことができる。

２（専門的知識・技能、主体性、協働性）保育者として必要な専門的知識と技能を、主体的、積極的、協働的な学びを

通して身に付けることができる。

３（思考力、判断力、表現力、保育実践力）実習及び社会活動を通して、保育者として必要な思考力・判断力・表現力

及び保育実践力を培うことができる。

４（地域志向性、地域貢献力）地域社会での子育て支援や地域福祉の向上に向けた取組を、意欲的に行うことができる。

５（基礎的研究力、ＩＣＴ能力）保育者として必要な基礎的研究力及びICT能力を高めていくことができる。

本学科の教育目的・目標に基づき、本学科の学修目標を達成するために開設される教育課程の科目を修め、学則に定める成績評価に基づき、
卒業に必要な単位を修得し、かつ、保育者としての専門的な知識及び技能、多様なニーズに対応できる保育実践力、また、主体性を持ち他
と協働しつつ地域社会に貢献できる資質を身に付けた者に対して短期大学士の学位（教育学）を授与する。

幼児教育学科の教育課程の編成・実施の方針（ＣＰ）

１ 保育者として必要な専門的知識と技能の修得を目指す。

２ 保育者として必要な思考力・判断力・表現力及び保育実践力の涵養を目指す。

３ 保育者として地域社会で主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度の涵養を目指す。

４ 教育課程全体を通して人間関係力、自己研鑽力につながる系統的、総合的な学びを実現する。

幼児教育学科の学位授与の方針（ＤＰ）

幼児教育学科の入学者受け入れの方針（ＡＰ）

本学の教育目標

幼児教育学科の教育目標

２ （思考力、判断力、表現力） 入学までに身に付けた知識や技能を用い、自ら考え、適切な方法で表現できる者。

１ （知識、技能） 入学後の修学に必要な基礎的学力を有する者。

３ （主体性、多様性、協働性） 保育者（幼稚園教諭・保育士）を目指し、その目的を達成するために、積極的に学ぶ意欲及び他者と協力しつつ課題に
取り組む姿勢がある者。また、地域に根差し、地域社会全体での子育てに取り組む実践力の修得を目指す者。

（幼児教育学科の学修目標）

学位授与の方針：ディプロマポリシー（DP)
教育課程の編成・実施の方針：カリキュラム・ポリシー（CP)
入学者受け入れの方針：アドミッション・ポリシー（AP）

（幼児教育学科）今治明徳短期大学の教育の方針（３つのポリシー）


